


災害発生！市長の命令により災害対
策本部が設置されます

災害の発生・被害状況などを防災行
政無線で放送します。また、FMMot.
Comに割り込み放送し、市民に広報
します

避難所開設のお知らせが防災行政無
線・ＦＭで放送され、避難が始まり
ます。行政区長は、人数・世帯・け
が人の有無を避難所の受付に報告し
ます

社会福祉協議会が中心とな
り避難所に災害ボランティ
アセンターを設置します

災害で負傷した避難者の応急手当を行
い、程度によっては病院へと搬送します

原子力発電所の電源喪失
事故による市外の避難者
を受け入れます。協定を
結ぶ協和交通によりバス
を手配して、避難を実施
します。
また、広域避難名簿を作
り、スクリーニングも合
わせて行います

避難所へ避難した住民、
広域避難者の方などに炊
き出しをします。
陸上自衛隊、地元の赤十
字奉仕団、女性消防協力
隊、民生児童委員協議会
が中心となって、食事の
準備をします

災害による断水の地区には、
給水車と浄水機による水の
手配をします

災害による出火では、住民の皆さんの消
火器による初期消火が大切です

災害応援協定を結んでいる上尾市やへ
そのまち協議会へ応援を要請。また、
市内の支援物資提携企業にも支援の要
請をします

倒木や家屋の倒壊で取り残された住民、
火災で取り残された住民など、災害か
らの救助救出のため、警察・消防・自
衛隊へ出動を要請します。建物屋上の
要救助者は、消防防災航空センターの
ヘリコプターによって救助を行います

無事
　助かりました！

▲白バイの体験乗車が人気でした

　

震
災
か
ら
早
３
年
半
。
復

興
が
進
ん
で
き
た
今
だ
か
ら

こ
そ
、
改
め
て
防
災
に
つ
い

て
知
り
、
イ
ザ
と
い
う
と
き

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

９
月
21
日
、
震
災
後
２

回
目
と
な
る
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
白
沢
運
動
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
い
わ
き
市
沖

　

総
合
防
災
訓
練
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
し
た

を
震
源
と
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
．
８

の
地
震
が
発
生
し
、

市
で
は
震
度
６

（
弱
）
が
観
測
さ
れ

た
こ
と
を
想
定
に
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
の
皆
さ
ん
や

協
定
を
結
ん
で
い
る

企
業
の
ほ
か
、
友
好
都
市
の

上
尾
市
や
へ
そ
の
ま
ち
協
議

会
、
福
島
県
、
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
な
ど
が
参
加
し
た
大

規
模
な
訓
練
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
災
害
時
の
備
え

や
、
避
難
の
知
識
を
深
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
の
た
め
に

　
　
　

準
備
を
し
よ
う
！

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

　

市
で
発
行
し
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
マ
ッ

プ
で
、
災
害
時
の
危
険
箇
所

や
避
難
所
、
避
難
ル
ー
ト
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市

役
所
防
災
対
策
課
の
窓
口
で

配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.

m
o
t
o
m
iy
a
.lg
.jp
/

soshiki/38/78.htm
l

）

　

連
絡
方
法
を
決
め
て
お
こ
う

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
や

災
害
用
伝
言
版
な
ど
、
災
害

時
の
連
絡
手
段
が
充
実
し
て

き
ま
し
た
。

　

イ
ザ
と
い
う
と
き
の
連
絡

方
法
を
、
あ
ら
か
じ
め
家
族

な
ど
と
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
詳
し
い
使
い
方
は
、
使

用
し
て
い
る
電
話
会
社
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲HPからダウンロードできる防災マップ

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

１
７
１

　

災
害
時
に
音
声
発
信
が

つ
な
が
り
に
く
い
と
き
、

伝
言
を
録
音
し
、
家
族
な

ど
が
伝
言
を
再
生
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

災
害
用
伝
言
版

　

災
害
時
に
音
声
発
信
が

つ
な
が
ら
な
い
と
き
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら｢

無
事
で
す｣

な
ど

の
安
否
情
報
を
伝
達
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

災
害
用
音
声
お
届
け
サ
ー
ビ
ス

　

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
、

音
声
通
信
に
代
わ
っ
て
パ

ケ
ッ
ト
通
信
に
よ
り
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
災

害
時
専
用
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
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今こそ
知っておこう防災のコト

訓練開始 !!訓練終了 !!



自分たちの身を守る

自主防災組織を支援します

　災害が起きたときの対応 ｢自助｣ ｢共助｣ ｢公助｣。
迅速な対応には、｢共助｣ が最も大切であると言わ
れています。市では、自分たち身を自身で守る自
主防災組織を支援する取り組みを行っています。
　現在本宮市では、全部で19の自主防災組織が活
動しています。将来的には、全ての地区で自主防
災組織が作れるよう支援を続けていきます。

新たに自主防災組織を結成する地区には、

20万円
の助成を行っています。
規約や計画書の提出が必要になりますので、
詳しくは防災対策課まで
☎24－5365

本
宮
市
民
の
歌

み
ず
い
ろ
の
ま
ち

　
　

作　

詞 

： 

石
原 

一
輝

　
　

補
作
詞 

： 

本
宮
市
市
民
憲
章
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
歌
検
討
委
員
会

　
　

作　

曲 

： 

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

１
．
安
達
太
良
山
の　

朝
の
日
に

　
　

あ
か
る
い
希
望
が　

湧
い
て
く
る

　
　

ゆ
た
か
な
自
然
に　

い
だ
か
れ
て

　
　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

も
と
み
や
は

　
　

み
ん
な
の
心
を　

む
す
ぶ
ま
ち

２
．
阿
武
隈
川
の　

き
よ
き
水

　
　

う
る
お
す
恵
み
も　

あ
た
た
か
い

　
　

あ
ら
た
な
息
吹
が　

し
あ
わ
せ
と

　
　

生
命
は
ぐ
く
む　

も
と
み
や
は

　
　

み
ん
な
が
明
日
を　

め
ざ
す
ま
ち

３
．
文
化
の
花
が　

虹
と
咲
き

　
　

ふ
れ
あ
う
人
の
和　

羽
ば
た
い
て

　
　

か
さ
ね
る
歴
史
も　

ほ
こ
ら
し
く

　
　

未
来
か
が
や
く　

も
と
み
や
は

　
　

み
ん
な
の
喜
び　

は
ず
む
ま
ち

埼玉県上尾市出身
EXILE、由紀さおり等へ
の楽曲提供や、映画や芝
居、アニメ等の劇版音楽
作家としても活躍されて
います

東京都西東京市在住
公募による42作品の中か
ら最優秀作品に選ばれま
した
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災
害
が

　
　
　

発
生
し
た
ら
…

　

身
の
安
全
を
確
保

　

地
震
や
竜
巻
な
ど
、
い
き

な
り
発
生
す
る
災
害
の
と
き

は
、
ま
ず
自
分
の
身
の
安
全

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　　

情
報
を
集
め
よ
う

　

災
害
発
生
後
は
、
防
災
行

政
無
線
の
ほ
か
、
Ｆ
Ｍ
モ
ッ

ト
コ
ム
で
も
災
害
情
報
・
避

難
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
注
意
し
て
情
報
を
収
集

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
対
応
す
る
携
帯
電

話
に
は
、
緊
急
地
震
速
報
や

災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
緊

急
速
報
メ
ー
ル
で
市
内
全
域

に
配
信
し
ま
す
。

し
ま
し
ょ
う

ま
た
、
対
応
す
る
携
帯
電

話
に
は
、
緊
急
地
震
速
報
や

災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
緊

急
速
報
メ
ー
ル
で
市
内
全
域

に
配
信
し
ま
す
。

　

登
録
は
不
要
で
、
エ
リ
ア
内
で
対

応
す
る
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
す
べ

て
の
方
に
届
き
ま
す

▲
　

迅
速
な
避
難

　

災
害
が
起
き
て
か
ら
持
ち

出
し
品
の
準
備
な
ど
に
と
り

か
か
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一
刻
も
は
や
く
避
難
所
な
ど

へ
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　　

戻
ら
な
い
こ
と

　

大
事
な
も
の
を
忘
れ
て

も
、
取
り
に
帰
る
の
は
危
険

で
す
。
二
次
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま

で
、
避
難
場
所
か
ら
自
宅
な

ど
に
も
ど
る
の
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

非常持ち出し品、備蓄品の準備
ふだんから非常持ち出し品や備蓄品を準備しておきましょう。
以下は一例です。とくに非常持ち出し品は、避難場所までの距離や体力を考え、
持って避難できるだけの量にしましょう。
【非常持ち出し品の一例】
□現金　　　　□預金通帳
□印鑑　　　　□保険証
□免許証　　　□懐中電灯
□携帯ラジオ　□予備の乾電池
□ヘルメット・防災ずきん
□厚手の手袋　□毛布
□缶切り　　　□ライター・マッチ
□ナイフ　　　□携帯用トイレ

【備蓄品の一例】
□レトルト食品（ごはん・おかゆなど）・アルファ米
□インスタントラーメン・カップ味噌汁
□飲料水
□給水用ポリタンク
□カセットコンロ
□ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
□ラップフィルム
□紙皿・紙コップ・割り箸

本宮市民の歌

｢みずいろのまち｣｢みずいろのまち｣ が完成しました！

市では、本宮市の発展のため市民の皆さんが心を一つにして歩みを進める
ために、市民の心のよりどころとなる市民の歌の制定を進めてきました。

歌詞については、公募により全国から寄せられた４２点の応募作品の中から、
市民の代表者など１２人による「本宮市市民憲章及び市民の歌検討委員会」に
おいて石原一輝さんの作品が最優秀作品に選ばれ、一部補作詞を行いながら、
「みずいろのまち」の歌詞が決まりました。
　その後、埼玉県上尾市出身のＹＵＫＩＹＯＳＨＩさんに作曲していただき、
平成２６年７月１日付けで「本宮市民の歌」として制定しました。
　この市民の歌を早く覚えていただき、多くの市民の皆さんに親しまれ愛され
る歌となることを願っています。

本宮市民の歌
歌詞公募入賞者

最
優
秀
作
品
賞　
　

石
原
一
輝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
西
東
京
市
）

優
秀
作
品
賞　
　
　

本
田
秀
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
滋
賀
県
大
津
市
）

優
秀
作
品
賞　
　
　

鈴
木
修
斗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
本
宮
市
出
身

作曲作詞
YUKIYOSHI さん石原一輝さん　　本宮市民の歌「みずいろのまち」の

              　              発表会を開催します

　市で制定を進めてきた「本宮市民憲章」「本宮市民の歌」の発
表会を下記のとおり開催します。どなたでも参加できますので、
ぜひご来場ください。
◆日時　11月22日（土）　午後1時　開場
　　　　　　　　　　　　午後1時30分　開演
◆場所　サンライズもとみや
◆内容　本宮市民憲章唱和
　　　　本宮市民の歌披露
　　　　　　橋本妙子さん
　　　　　　小学生・中学生・市内コーラスグループ　　　　
　　　
◆問い合わせ先　政策推進課　政策推進係　☎24-5321
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各
地
区
で
敬
老
会
が
催
さ
れ
ま
し
た

各
地
区
で
敬
老
会
が
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
６
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
市
内
各
地
で
敬

老
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
の
ご
長

寿
を
お
祝
い
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
地
元
の
方
々

の
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
余
興
に
手
拍
子
を
と
る
な

ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は

５
，
８
８
９
人
で
す
。

耐
震
改
修
工
事
が
完
了

耐
震
改
修
工
事
が
完
了

　

平
成
25
年
度
か
ら
２
カ
年
事
業
で
進
め
て
き
た

五
百
川
小
学
校
耐
震
改
修
工
事
が
10
月
末
に
完
了

し
ま
し
た
。

　

校
舎
の
耐
震
化
と
あ
わ
せ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
、
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
を
図
る
な
ど｢

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
学

校｣

を
目
指
し
ま
し
た
。

川
上
塾
・
塾
生
が
優
勝
！

川
上
塾
・
塾
生
が
優
勝
！

　

９
月
７
日
、
い
わ
き
市
で
行
わ
れ
た
県
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
市
内
の
闘
腕
川
上
塾

に
通
う
２
人
が
優
勝
し
ま
し
た
。
川
上
健
太
さ
ん

は
ラ
イ
ト
ハ
ン
ド
65
㌔
級
で
優
勝
。
長
谷
川
淳
彦

さ
ん
は
ラ
イ
ト
ハ
ン
ド
・
レ
フ
ト
ハ
ン
ド
と
も
に

75
㌔
級
で
優
勝
。
ま
た
、
市
内
在
住
の
小
西
立
也

さ
ん
が
ラ
イ
ト
ハ
ン
ド
74
㌔
級
で
準
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
長
谷
川
さ
ん
は
最
優
秀
選
手
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

目
下
の
目
標
は
、
11
月
に
行
わ
れ
る
全
日
本
大

会
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　青田・荒井・仁井田地区敬老
会の様子。7組の金婚夫婦が表
彰されました

　秋の全国交通安全運動の一環として、９月25日
に「本宮市小学校鼓笛演奏会」が開催されました。
　演奏会では、市内7つの小学校の児童約６００
人が参加し、各校とも校歌やさまざまな曲を披露
しながら交通事故防止や防犯を訴えました。
　当日はあいにくの天気で、会場を総合体育館に
移して行われましたが、子どもたちは一生懸命演
奏し素晴らしい音色を披露しました。

「
秋
の
日
々
に
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

朝
晩
の
寒
さ
が
一
段
と
増
し
、
木
々
が

美
し
く
色
づ
き
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

　

10
月
に
台
風
18
号
と
台
風
19
号
が
２
週

連
続
で
上
陸
し
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
全
国
で
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
で
は
台
風
の
接
近
に
備
え
、
初
動

体
制
を
早
期
に
整
え
、
施
設
の
点
検
や
市

内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
避
難
所
の
開
設
な
ど

の
体
制
を
期
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
本
市

へ
の
影
響
は
少
な
く
、
被
害
も
ほ
と
ん
ど

な
く
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
災

害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。「
ま
ず
は
、
自
ら
の
身
を
守
る
」

自
助
が
大
切
で
す
。
常
に
災
害
へ
の
備
え

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
18
日
に
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

Ｊ
Ｏ
Ｃ
「
が
ん
ば
れ
！
ニ
ッ
ポ
ン
！
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

デ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
in
本
宮
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ふ
れ

あ
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
大
林
素
子
さ
ん
や

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
柴

田
亜
衣
さ
ん
ら
５
名
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
、

市
内
各
小
学
校
か
ら
１
８
０
名
の
児
童
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
運
動
会
形
式

の
チ
ー
ム
対
抗
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
、
サ

イ
ン
や
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
交
流
を
深

め
、
楽
し
く
元
気
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

翌
日
に
は
、
第
８
回
も
と
み
や
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
、

も
と
み
や
路
を
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の

５
部
門
に
過
去
最
高
の
49
チ
ー
ム
の
選
手

の
皆
さ
ん
が
力
強
い
走
り
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぐ
姿
に
た
く
さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
年
も
友
好
都
市
協
定
を
結
ぶ

埼
玉
県
上
尾
市
か
ら
２
チ
ー
ム
の
特
別
参

加
を
い
た
だ
き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
選
手
の
皆
様
、
大
会
運

営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
、
そ
し
て
コ
ー
ス
沿
道
か
ら
熱
い

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
郷
土
愛
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
制
定
い
た
し
ま

し
た
「
本
宮
市
民
憲
章
・
市
民
の
歌
」
の

発
表
会
を
11
月
22
日
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と

み
や
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
、
親
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
表
会
終
了
後
に
上
尾
市
と
本

宮
市
の
友
好
関
係
を
よ
り
一
層
深
め
る
た

め
に
、
友
好
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
ア
ッ

ピ
ー
」
と
「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
の
結
婚
披

露
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

皆
様
に
祝
福
を
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

米
の
収
穫
作
業
も
終
わ
り
を
迎
え
、
米

の
全
量
全
袋
検
査
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
今
年
も
お
い
し
い
本
宮
の
米
の
安
全

安
心
を
発
信
し
、
風
評
払
拭
へ
積
極
的
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

11
月
７
日
は
立
冬
で
す
。
冬
の
到
来
も

間
近
と
な
り
こ
れ
か
ら
寒
さ
も
増
し
て
ま

い
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
や

体
調
管
理
に
充
分
ご
留
意
の
う
え
、
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。　

 

（
10
月
21
日
執
筆
）

　福島県産業廃棄物不法投棄監視員として、長
年にわたり不法投棄の未然防止にご尽力いただい
ている山崎敏雄さん（岩根字小山）に対し、これ
までの功績に感謝の意を表すため、９月30日に知
事感謝状が贈呈されました。
　山崎さんは、平成16年４月に産業廃棄物不法投
棄監視員となり、不法投棄防止活動の促進や環
境衛生事業などに積極的な取り組みを続けられて
ています。

こんにちは！市長ですこんにちは！市長です vol. 27

本宮市長
高松義行

小学校鼓笛演奏会が開催小学校鼓笛演奏会が開催不法投棄監視員・山崎さん不法投棄監視員・山崎さん

▲市役所に報告に訪れた山崎さん（右）

▲総合体育館で行われたパレード。屋内実施でしたが子どもた
ちの演奏は晴れやかでした

▲MVPに輝いた長谷川さん（左）とライトハンド65㌔級優勝の川上さん

耐震工事が完了した五百川小学校校舎。屋上には太陽
光発電が設置されています（上）
エレベーターを設置するなどバリアフリー化したほ
か、多目的トイレを設置し ｢人と環境にやさしい学校
｣ を目指しました（右）

　白岩地区敬老会の様子。地元
浮島神社の御神楽が披露されま
した

▲

▲
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カ メ ラ 散 歩 まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

し
み
な
が
ら
体
を
リ
メ
イ
ク

ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル

　

９
月
13
日
、
え
ぽ
か
で
行
わ
れ
て
い
る
ボ

デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル
に
お
邪
魔
し
て
き

ま
し
た
。
ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
と
は
、
骨
格
や

筋
肉
を
軽
い
運
動
に
よ
っ
て
調
整
し
、
体
全

体
を
作
り
直
す
こ
と
を
い
う
そ
う
で
す
。

　

え
ぽ
か
で
は
、
毎
月
２
回
行
わ
れ
て
い
て
、

こ
の
日
は
約
40
人
の
皆
さ
ん
が
、
講
師
の
白

岩
裕
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、
体
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。
参
加
は
無
料
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
保
健
課
ま
で
！　
　
　

 

☎
63
―
２
７
８
０

の
仲
間
と
の
一
枚

私
た
ち 

き
び
た
ん
旅
行
会

　

仁
井
田
地
区
３
区
町
内
会
で
は
、
き
び
た

ん
旅
行
会
と
称
し
て
、
２
年
に
１
回
皆
さ
ん

で
旅
行
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

な
ぜ
き
び
た
ん
か
と
い
う
と
、
そ
の
由
来

は
平
成
７
年
の
ふ
く
し
ま
国
体
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
仁
井
田
３
区
で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
民
泊
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
５
世
帯
で
、
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
き

び
た
ん
か
ら
名
前
を
拝
借
し
、
き
び
た
ん
旅

行
会
と
し
て
旅
行
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

和
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー

｢

ピ
ー
ス
ラ
ン｣

本
宮
を
通
過

　

世
界
各
国
を
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
が

ト
ー
チ
を
掲
げ
て
リ
レ
ー
し
平
和
を
訴
え
る

｢
ピ
ー
ス
ラ
ン｣

が
、
10
月
６
日
本
宮
市
を

走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

今
年
８
月
に
ロ
シ
ア
を
出
発
し
た
14
人
の

メ
ン
バ
ー
は
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
を
通
り
、
10

月
１
日
長
野
県
か
ら
日
本
コ
ー
ス
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
潟
県
を
経
由
し
、
福

島
市
で
日
本
コ
ー
ス
を
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

平

旅

楽

▲市役所を訪問したピースラン・メンバー

▲今年9月、白川郷での一枚。皆さん仲が良いですね～！

賞
人
数
日
本
一
！

全
国
編
物
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

全
日
本
編
物
教
育
協
会
主
催
の
全
国
編
物

技
能
検
定
試
験
で
本
宮
手
編
み
サ
ー
ク
ル
の

会
員
の
皆
さ
ん
が
多
数
入
賞
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
手
編
み
サ
ー
ク
ル
会
員
で
、
全

日
本
編
物
教
育
協
会
の
東
京
本
部
常
任
理
事

を
務
め
る
山
田
敏
子
さ
ん
（
本
宮
字
舘
町
）

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
内
で

の
入
賞
者
数
が
、
今
回
で
10
年
連
続
日
本
一

に
な
り
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
頑
張
ろ
う
！

白
岩
小
学
校
運
動
会

　

９
月
27
日
、
白
岩
小
学
校
で
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
借
り
物
競
走
や
、
大
玉
転

が
し
、
ダ
ー
ビ
ー
や
綱
引
き
な
ど
の
多
彩
な

種
目
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
競
い
合
い

ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
参
加
し
、
一
人
ひ
と

り
の
力
、
チ
ー
ム
の
力
、
そ
し
て
地
域
の
力

を
ひ
と
つ
に
し
て
、
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

　

校
庭
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
家
族

の
応
援
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

っ
て
お
き
の
音
楽
を
本
宮
で

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭in

南
達
が
開
催

　

9
月
28
日
、
も
と
み
や
青
年
会
議
所
主
催
の
と
っ
て
お
き
の

音
楽
祭
in
南
達
が
み
ず
い
ろ
公
園
と
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
回
目
と
な
る
今
年
は
、
み
ず
い
ろ
公
園
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
ほ
か
、
新
た
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
で
小
中
学
生
の
合

唱
・
合
奏
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。｢

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん

な
い
い｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
30
団
体
が
、
ポ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ー

ク
、
ロ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
演
奏
し
ま

し
た
。 と

力

受

▲2人1組ペアになって行うダービー競争

▲入賞した作品とサークルの皆さん

①あだたら和（なごみ）太鼓の
皆さんによる演奏 / ②サンライ
ズもとみやでは小中学生の演奏
が / ③芝生の広場ではストラッ
クアウトやバルーンなど遊具が

▲音楽でリラックスしながら、無理なくからだを動かせます

❶❶

【検定部門】　〈専門級〉　（優秀賞）佐々木章子　（佳作）増子キヨ子
　　　　　　〈上級〉　（努力賞）本泉芳子
　　　　　　〈中級〉　（理事長賞）国分和子
　　　　　　〈初級〉　（優秀賞）白岩良子　（努力賞）大竹ヨシ子
【一般部門】　（優秀賞）渡辺千代　（デザイン賞）平野萌世、鈴木トシ
　　　　　　（努力賞）大橋法子、笹川チエ子　（アイデア賞）和知エイ子

①①

②②

❸❸
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みんなのひろば
「野 球」
私の随想録

最近は、野球の審判に熱を入
れています

三瓶　紀克さん
NORIKATSU SANPEI

（松沢字糀屋）

今月の人
　

私
の
生
ま
れ
た
１
９
６
７
年
は
、

現
在
の
吉
本
興
業
所
属
の
板
東
英

二
さ
ん
が
、
投
手
と
し
て
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
に
所
属
し
て
い
て
、
こ
の

年
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
選
ば
れ
た

年
で
す
。
ま
た
、
日
本
の
プ
ロ
野

球
史
で
は
川
上
哲
治
監
督
率
い
る

読
売
巨
人
軍
が
、セ
ン
ト
ラ
ル・リ
ー

グ
９
連
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
る

ま
っ
た
だ
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　

自
宅
に
１
台
し
か
な
い
テ
レ
ビ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、（
主
に
夕
方
か

ら
の
時
間
帯
）
当
然
な
が
ら
、
仕

　

市
民
の
憩
い
の
場
・
み
ず

い
ろ
公
園
か
ら
ほ
ど
近
い
場

所
に
立
つ
本
宮
市
福
祉
会
館

の
２
階
に
は
、
第
一
児
童
館

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
子
育
て
支
援
と

し
て
育
児
ク
ラ
ブ
の
指
導
を

し
た
り
、
自
由
来
館
の
受
け

入
れ
を
し
た
り
な
ど
、
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。

　

そ
し
て
、
月
に
１
度
は｢

遊
び
の
広
場｣

と
し
て
、
乳

幼
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
親
子
で

遊
べ
る
広
場
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
取
材
し
た
こ
の
日

は
、
子
ど
も
た
ち
は
手
作
り

の
さ
か
な
つ
り
遊
び
を
楽
し

▲みずいろ公園からほど近い場所にある第一児童館

ん
で
い
ま
し
た
。
紙
を
切
り

抜
い
た
お
さ
か
な
を
、
お
手

本
を
見
な
が
ら
自
分
で
思
い

思
い
の
色
に
染
め
て
い
ま
し

た
。
染
め
上
げ
た
ら
今
度
は

さ
か
な
つ
り
。
お
さ
か
な
に

ク
リ
ッ
プ
を
つ
け
て
、
磁
石

を
つ
け
た
竿
で
、
タ
コ
や
ク

ラ
ゲ
、
マ
ン
ボ
ウ
な
ど
い
ろ

ん
な
さ
か
な
を
釣
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、

親
子
で
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

遊
び
の
広
場
へ
の
登
録
は

不
要
で
、
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

事
帰
り
の
父
親
の
プ
ロ
野
球
巨
人
戦
が
、

酒
の
つ
ま
み
と
し
て
独
占
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
幼
少
期
の
私
の
周
り
に
は
、

父
親
の
使
用
し
て
い
た
ボ
ー
ル
と
グ
ロ
ー

ブ
が
存
在
し
、
玩
具
な
ど
買
っ
て
も
ら
え

な
い
時
代
に
、
遊
具
と
し
て
遊
ん
で
い
た

事
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
私
の

野
球
人
生
の
き
っ
か
け
が
遊
び
の
延
長
線

上
に
存
在
し
て
い
た
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
格
的
に
野
球
を
始
め
た
の
が
、
小
学

４
年
生
の
時
加
入
し
た
白
岩
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
現
白
沢
ゼ
ロ
ア
ッ

ツ
）
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
中
学
・
高
校

と
勉
強
以
上
に
野
球
に
明
け
暮
れ
た
日
々

で
し
た
。そ
の
中
で
も
、中
学
３
年
生
の
時
、

白
岩
か
ら
白
沢
中
に
統
合
さ
れ
た
時
の
、

初
め
て
ナ
イ
タ
ー
付
き
の
野
球
場
で
毎
日

大
好
き
な
野
球
が
で
き
た
時
の
感
動
は
今

で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
が
ら
、
少
子
化
や
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
と
い
う
時
代
の
流
れ
か
ら
か
、
県
下

の
中
で
も
野
球
の
で
き
る
す
ば
ら
し
い
環

境
に
あ
り
な
が
ら
も
、
野
球
人
が
減
っ
て

い
ま
す
。
現
在
私
は
、
現
役
選
手
と
し
て

野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る

か
た
わ
ら
、
４
年
程
前
か
ら
、
県
北
二
本

松
支
部
に
所
属
す
る
１
人
の
審
判
員
と
し

て
野
球
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

選
手
・
審
判
員
と
し
て
、
自
分
の
大
好
き

な
野
球
の
楽
し
さ
を
特
に
子
ど
も
た
ち
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
様
に
、
そ
し
て
今
以

上
に
野
球
フ
ァ
ン
が
増
え
る
様
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
月
は
、
伊
藤
徳
芳
さ
ん
（
本
宮

字
蛇
ノ
鼻
）
の
予
定
で
す
。

■
郷
土
の
歴
史
を
学
習
し
て
い
ま
す

　

本
宮
歴
史
文
化
サ
ー
ク
ル
は
、
昭

和
58
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
32

年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
サ
ー
ク
ル

で
す
。
現
在
は
38
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
毎
月
第
一
火
曜
日
、
中
央
公

民
館
で
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
寺
社
仏
閣
を
訪
ね
た

り
、
講
演
を
聴
き
に
い
っ
た
り
な
ど

課
外
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
宮
周
辺
の
歴
史
に
つ
い
て
古
代

か
ら
明
治
ま
で
、
な
ん
で
も
学
習
を

し
て
い
ま
す
。

■
昔
は
歴
史
が
嫌
い
で
し
た

　

い
ま
で
こ
そ
歴
史
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
が
、
学
生
時
代
は
、
暗
記
だ
け

の
い
わ
ゆ
る
受
験
の
た
め
の
歴
史
が

苦
手
で
し
た
（
笑
）

　

し
か
し
、
サ
ー
ク
ル
と
出
会
い
、

身
の
回
り
歴
史
を
調
べ
る
と
、
じ
つ

は
歴
史
上
の
大
き
な
出
来
事
に
関

係
し
て
い
た
り
、
一
般
的
に
言
わ
れ

る
歴
史
と
違
っ
た
側
面
が
あ
っ
た
り

す
る
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
興
味
を
覚
え

ま
し
た
。
事
実
を
追
求
す
る
だ
け
よ

り
も
、
ロ
マ
ン
を
求
め
研
究
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

本
宮
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
戊

辰
戦
争
時
代
、
板
垣
退
助
は
本
宮

で
阿
武
隈
川
を
渡
っ
て
二
本
松
に
攻

め
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
戦
国
時
代
伊
達
政
宗
は
人
取

橋
の
戦
い
と
い
う
大
戦
を
本
宮
で
繰

り
広
げ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
、
歴

史
の
重
要
な
事
柄
に
関
係
し
た
本

宮
の
歴
史
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■
わ
た
し
の
趣
味

　

旅
行
が
趣
味
で
す
。
海
外
研
修

で
一
緒
だ
っ
た
全
国
の
仲
間
に
会
い

に
行
き
な
が
ら
旅
行
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

Interview No.54

活躍人訪問
本
宮
歴
史
文
化
サ
ー
ク
ル

会
長  

國
分　

長
次 

さ
ん▲歴史のロマンを追求していきたいと話す国分さん

◆
遊
び
の
広
場
へ
の

　

お
問
い
合
わ
せ　

　

本
宮
第
一
児
童
館

　

☎
63
―
１
６
１
１ ①紙でできたおさかなを好きな色で染めていまし

た
②できたおさかなをフィッシング！
③絵本の読み聞かせもありました

①

②

③
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国
保

KO
KU
H
O
N
EN
KIN
D
A
YO
RI

だ
よ
り

年
金

　
　

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

健康づくりシリーズ

■
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

　

平
成
26
年
中
に
国
民
年
金

保
険
料
を
支
払
っ
た
方
が
、

確
定
申
告
ま
た
は
年
末
調
整

の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
申

告
書
等
に
添
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会

社
な
ど
が
発
行
す
る
控
除
証

明
書
と
同
様
に
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
、
日
本
年
金

機
構
よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
。

再
交
付
は
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
で
申
請
で
き
ま
す

が
、
届
く
ま
で
一
週
間
ほ
ど

お
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　◆問い合わせ先　
　　保健課（えぽか内）健康増進係　☎63－2780

■
対
象
者
と
発
送
時
期

　

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
保
険

料
の
納
付
が
あ
っ
た
方
に

は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
控
除
証
明
書
が
発

送
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
10
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
は
じ
め
て
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
２
月
上
旬
に

控
除
証
明
書
が
発
送
さ
れ
ま

す
。

　

配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担

す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
と
き
は
、
納
付
し

た
方
が
そ
の
保
険
料
額
を
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ね
ん

き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
24
―
５
３
４
２

インフルエンザかも…！

●インフルエンザと風邪は違う病気
　インフルエンザは風邪とは全く別の病気で、症
状や感染力も強く、ときに重症化して命に関わる
こともある感染症です。とくに、子どもや高齢者
は重症化したり合併症を併発する危険が高くなる
ため、より注意が必要です。インフルエンザと風
邪の主な違いを表にまとめてみました。

インフルエンザ かぜ

症
状

３８℃以上の発熱、せき、
くしゃみなどの呼吸器症
状、頭痛、関節痛、筋肉痛、
全身倦怠感など

微熱、くしゃみ、鼻水、の
どの痛みなどの部分的症
状

経
過
急激にすすむ。重症化する
こともある ゆるやかにすすむ

感
染
力
強い。人から人へ急速に広
がる

インフルエンザほど強く
ない

●まずは感染経路を断とう
　インフルエンザは感染した人との会話や
咳、くしゃみなどから放出されたしぶきに含
まれるインフルエンザウイルスを吸い込むこ
とで感染します（飛沫感染）。この距離は１
～２メートルといわれています。また、ウイ
ルスを含んだ飛沫は、ドアノブなどさまざま
なものに付着しています。それらに触れた手
で眼や口に触れると感染する可能性がありま
す（接触感染）。インフルエンザにかからな
いようにするためにはこの２つの感染経路を
断つことが大切です。

かぜ？ひょっとしてそれ

マスク
人混みに出るときは
マスクをする

手洗い・うがい
手洗い・うがいの徹底
を心がける。アルコー
ル入りの消毒液も有効

ふだんから栄養と睡眠
を十分にとり、抵抗力
を高めておく

食事と睡眠

インフルエンザ
予防接種を受ける

予防接種

●お年寄りの予防接種を助成します
 　市では高齢者インフルエンザ予防接種の助成を実施しています。
　対象者　①満65歳以上の方
　　　　　②満60～64歳で心臓、腎臓、呼吸器に重い病気があり身体障害者手帳1級をお持ちの方
　実施期間　１０月１５日（水）～１２月３１日（水）まで
　料金　１，５００円（自己負担）※一人１回のみ

▲
▲

▲

予防の
POINT

ねんきん定期便・
ねんきんネット等専用ダイヤル

☎0570-058-555
（ナビダイヤル）

（IP電話・PHS電話からは、
03-6700-1144）

〈受付期間〉
平成26年11月4日（火）～平成27年3月16日（月）
〈受付時間〉
○月曜日～金曜日：午前9時～午後7時
○第2土曜日：午前9時～午後5時

※ 祝日、12月29日～1月3日は、ご利用いただけません
○自動音声でご案内します。自動音声案内に従って ｢3｣ を押してください。
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学学び・び・文文化・化・スポーツの広場スポーツの広場 ◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500 ☎44－2112The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

しらさわ夢図書館のおはなし会
■赤ちゃん・妊婦さんおはなし会
　と　き：11月28日（金）　11：00～11：30
　 対　象：妊婦さんとその家族、赤ちゃん
（０・１・２才くらいまで）とその保護者
　内　容：赤ちゃんへの絵本の読み聞か
せやわらべうた、親子でのふれあいあそび
など。妊婦さん、新米ママ向けの赤ちゃん
への接し方や子育て豆知識などについても
お話しします。

■ドリームおはなし会
　と　き：11月30日（日）　11：00～11：30
　対　象：幼児～小学生とその保護者、　一般
　内　容：絵本の読み聞かせ、紙芝居、
手袋人形、手あそび、パネルシアターなど

＊絵本・児童書・紙芝居＊

・すがたをかえるたべものしゃしんえほん１～５ …宮崎祥子
・企業内職人図鑑…………こどもくらぶ
・あなたの知らないミミズのはなし …山村紳一郎
・中東から世界が見える ……… 酒井啓子
・魂をゆさぶる歌に出会う … ウェルズ恵子
・ぶたのふうこさん ……ディック　ブルーナ
・氷の巨人コーリン …サカリアス　トペリウス
・蛙となれよ冷やし瓜 …マシュー　ゴラブ
・たんぽぽの目…………………村岡花子
・理系アナ桝太一の生物部な毎日 …桝　太一

＊一般書・実用書＊

・自癒力…………………………川嶋　朗
・ココナッツオイル健康法 …ブルース　ファイフ
・なぜ憲法改正か！？…………清原淳平
・緒方貞子戦争が終わらないこの世界で …小山靖史
・１日３杯のコーヒーが人を健康にする！ …安中千絵
・作りおきスイーツ…………主婦の友社
・仕事の「ミス」をなくす９９のしかけ …松井順一
・アトピーは病気ではない……赤峰勝人
・女のセリフ……………………伊藤雅子
・銀翼のイカロス………………池井戸潤

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
ボ
ー
ド
つ
く
り

〜
ひ
な
げ
し
学
級
〜

　

中
央
公
民
館
で
は
、
就
学
前
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
を
対
象
に
家
庭
教
育

事
業
と
し
て｢

ひ
な
げ
し
学
級｣

を
開
催

し
て
い
ま
す
。
９
月
11
日
第
５
回
学
習
会

で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
藤
絵
理
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を

使
っ
た
手
作
り
ア
ル
バ
ム
ボ
ー
ド
つ
く
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
家
族
の
思
い
出
や
子
ど
も

の
成
長
を
記
録
し
た
沢
山
の
写
真
の
中
か

ら
全
体
構
図
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
思
考
錯
誤

を
し
な
が
ら
一
枚
一
枚
選
ん
だ
写
真
を
飾
り

付
け
て
ア
ル
バ
ム
ボ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
仕
上

が
り
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
芽
を
育
て
よ
う

〜
も
と
み
や
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

　

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
「
も
と
み

や
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活
動
が
、

９
月
28
日
白
沢
公
民
館
と
し
ら
さ
わ
夢
図

書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
中
学

生
を
対
象
に
し
た
こ
の
活
動
は
、
子
ど
も

た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

第
１
回
の
活
動
で
は
「
も
と
み
や
む
か

し
む
か
し
の
会
」
代
表
の
伊
藤
豊
子
さ
ん

に
よ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
む
か
し
話
と

お
り
ま
ぜ
た
講
話
を
聞
き
、
そ
の
後
、
し

ら
さ
わ
夢
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
お
は
な

し
会
で
は
、
工
作
（
お
り
が
み
）
の
つ
く

り
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、｢

小
さ
な
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
楽

し
か
っ
た｣

な
ど
の
感

想
が
あ

り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る

関
心
を
高

め
て
い
ま

し
た
。

新着本新着本

キャラクター
モトム（本夢）くん

しらさわ夢図書館　中央公民館図書室しらさわ夢図書館　中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

本宮は　みんなが愛する　本の街 イイベベ ンントト

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く

場合がありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

特別展
■本宮市読書感想文・　　　　　　
　感想画コンクール受賞者作品展
　と　き：11月1日（土）～12月7日（日）
　 場　所：しらさわ夢図書館内
　 内　容：今年度開催した読書感想文・
感想画コンクールの受賞者の作品を館内
に展示します。

▲思い出の写真を飾り付ける受講生

▲おはなし会の手伝いをする中学生
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募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

お
知
ら
せ

広報もとみや11月号

マ
ナ
ー
と
愛
情
を
も
っ
て

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
を

預
か
る
こ
と
で
す
。
飼
い
主
は
、
動
物

が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
社
会
や
近
隣
に
迷
惑
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。

　

人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
け
る
社

会
の
実
現
に
は
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と

マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。

ね
こ
に
つ
い
て
の
苦
情
が

　

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

・ 

近
所
に
野
良
ね
こ
が
増
え
て
し
ま
っ

て
困
っ
て
い
る
。

・
糞
尿
の
悪
臭
で
困
っ
て
い
る
。

・
敷
地
内
で
糞
尿
を
さ
れ
困
っ
て
い
る
。

・ 

野
良
ね
こ
に
餌
を
与
え
て
い
る
人
が

い
る
が
、
後
片
付
け
を
せ
ず
不
衛
生

で
困
っ
て
い
る
。

・ 

ね
こ
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
く
て
眠
れ

な
い
。

・ 

野
良
ね
こ
が
子
猫
を
産
ん
で
し
ま
っ

た
。

・
ね
こ
が
花
壇
や
畑
を
荒
ら
し
て
い
く
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

正
し
い
飼
い
方
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り　

ね
こ
の
飼
い
主
の
方
へ　

・
室
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・ 
ト
イ
レ
を
設
け
る
な
ど
近
隣
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

首
輪
を
つ
け
、
連
絡
先
な
ど
を
記
入

し
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

最
期
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し

　

ょ
う
。

野
良
ね
こ
に

餌
を
与
え
て
い
る
方
へ

　

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ね

こ
に
餌
を
与
え
る
だ
け
で
は
、
野
良
ね

こ
は
増
え
続
け
、
糞
尿
な
ど
で
周
辺
を

汚
し
、
結
果
的
に
ね
こ
が
迷
惑
な
存
在

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
ね
こ
が
地
域
か
ら
憎
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
糞
の
後
始
末

や
去
勢
不
妊
手
術
を
す
る
な
ど
、
地
域

の
方
々
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ね
こ
の
繁
殖
期
に
つ
い
て

　

ね
こ
の
繁
殖
期
は
初
春
か
ら
晩
秋

で
、
こ
の
間
に
メ
ス
ね
こ
は
、
発
情
・

妊
娠
・
出
産
を
２
～
３
回
繰
り
返
し
ま

す
。
１
回
の
出
産
で
４
～
８
匹
の
子
ね

こ
を
産
み
ま
す
。

　

メ
ス
ね
こ
は
、
生
後
８
カ
月
位
で
子

ね
こ
を
産
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
発

情
す
る
と
大
き
な
声
で
鳴
き
、
オ
ス
ね

こ
を
求
め
て
外
に
出
た
が
り
ま
す
。
妊

娠
・
出
産
の
繰
り
返
し
は
、
体
に
大
き

な
負
担
を
与
え
、
病
気
や
寿
命
を
縮
め

る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

オ
ス
ね
こ
は
、
生
後
８
カ
月
位
で
オ

ト
ナ
に
な
り
、
独
特
の
声
で
鳴
き
、
臭

い
に
お
い
の
オ
シ
ッ
コ
を
あ
ち
こ
ち
に

ひ
っ
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

不
妊
去
勢
の
メ
リ
ッ
ト

　

不
妊
・
去
勢
手
術
に
よ
り
、
望
ま
な

い
子
ね
こ
が
生
ま
れ
な
い
だ
け
で
な

く
、
一
生
、
繁
殖
に
関
す
る
ス
ト
レ
ス

か
ら
開
放
さ
れ
、
い
つ
も
お
だ
や
か
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生

殖
器
の
病
気
や
ね
こ
白
血
病
な
ど
の
病

気
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

オ
ス
の
場
合
、
オ
シ
ッ
コ
の
に
お
い

が
軽
減
し
、
オ
シ
ッ
コ
を
あ
ち
こ
ち
に

ひ
っ
か
け
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、
家
の
中
で
一
緒
に
快
適
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
外
に
出
た
り
他
の
オ
ス
ね
こ

と
ケ
ン
カ
す
る
衝
動
も
少
な
く
な
り
、

事
故
や
ケ
ン
カ
で
う
つ
る
ね
こ
エ
イ
ズ

（
ね
こ
免
疫
不
全
症
候
群
）
な
ど
の
感

染
症
の
危
険
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

室
内
飼
い
に
つ
い
て

　

屋
外
は
ね
こ
に
と
っ
て
交
通
事
故
や

感
染
症
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
糞
尿
や
い
た
ず
ら
な
ど
で
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
や
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
飼
い
ね
こ
は
屋
内
で
の
飼

育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課　

環
境
係

　

☎
24-

５
３
６
２

〜
ね
こ
の
飼
い
方
に
つ
い
て
〜

〜
ね
こ
の
飼
い
方
に
つ
い
て
〜
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

平
成
27
・
28
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ

　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
国
、
地
方

公
共
団
体
等
が
発
注
す
る
一
定
規
模
以
上
の

建
設
工
事
、
測
量
等
の
業
務
委
託
、
製
造
、

物
品
の
買
入
れ
、
修
繕
お
よ
び
役
務
の
提
供

に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
の

資
格
を
あ
ら
か
じ
め
発
注
者
が
審
査
し
、
登

録
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
市
が
行
う
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

12
月
1
日
（
月
）
か
ら
12
月
25
日
（
木
）

　

[

午
前
の
部]

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

　

[

午
後
の
部]

午
後
１
時
か
ら
４
時
30
分

※
土
曜
、
日
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
間
内
消
印
有
効
。

◆ 

対
象
者　

市
が
平
成
27
・
28
年
度
に
お
い

て
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
等
の
委
託
、

製
造
、
物
品
の
買
入
れ
、
修
繕
お
よ
び
役

務
の
提
供
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す

る
方

◆
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

◆ 

資
格
の
有
効
期
限　

平
成
27
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
（
2
年
間
）

◆
提
出
書
類　

本
宮
市
が
指
定
す
る
様
式

◆ 

そ
の
他　

申
請
の
際
は
、「
平
成
27
・
28

年
度
本
宮
市
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

提
出
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

提
出
要
領
お
よ
び
提
出
書
類
の
様
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入
札
・
契
約
」
の
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

財
政
課
契
約
係
窓
口
に
も
備
え
付
け
て
い

ま
す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度
は
、
50
万

円
未
満
の
簡
易
な
修
繕
工
事
の
契
約
に
つ
い

て
、
簡
単
な
登
録
の
手
続
き
を
行
う
だ
け
で
、

見
積
合
せ
参
加
の
機
会
が
得
ら
れ
る
も
の
で

す
。
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間　

随
時

◆
提
出
書
類　

本
宮
市
が
指
定
す
る
様
式

※ 

申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入
札
・

契
約
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ま
た
、
財
政
課
契
約
係
お
よ
び

白
沢
総
合
支
所
地
域
振
興
課
窓
口
に
も
備

え
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆ 

そ
の
他　

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
（
建
設

工
事
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

 
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
と
小
規
模
契
約
希
望
登
録
制
度
の
ご
案
内

小
規
模
契
約
希
望
登
録
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　

契
約
係

　

☎
24-

５
３
０
６

　　　　契約の内容

　金 額　　

工事

（工事に準じる修繕を含む）
測量等の業務委託

物品の買入れ、

役務の提供など

 50万円未満
 指名競争入札または
 随意契約 (見積合せ )※2

 指名競争入札または
 随意契約 (見積合せ )

 指名競争入札
 または随意契約
 ( 見積合せ )

 50万円以上  制限付一般競争入札※3

 制限付一般競争入札※3

 3,000万円以上
 制限付一般競争入札または
 総合評価一般競争入札※3

■金額に応じた契約方法 ※1

※1　緊急時等契約の内容により、上記と異なる場合もあります。
※2　小規模契約希望登録者対象
※3　一般競争入札の公告は、原則として毎月第２・第４火曜日に行っています。

住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com



19 広報もとみや11月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

本
宮
市
成
人
式
参
加
申
込
の

ご
案
内

　

本
宮
市
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
新
成
人
の
皆

さ
ん
を
お
祝
い
激
励
す
る
た
め
に
「
平
成
27

年
本
宮
市
成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

　

受
付　

午
後
０
時
20
分
か
ら

　

式
典　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◆
場
所

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や

◆
対
象
者

　

 

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
申
込
方
法

　

 　

市
内
在
住
（
現
在
、
住
民
票
が
本
宮
市

内
に
あ
る
方
）
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、

11
月
中
頃
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
返
信
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
な
い
方
は
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
、
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

11
月
30
日
（
日
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
33
‐
２
６
１
１

　

好
評
の
野
菜
の
専
門
家
野
菜
ソ
ム
リ
エ

に
よ
る
講
座
の
第
二
弾
で
す
。
今
回
は
、

旬
の
野
菜
を
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
べ

る
た
め
の
保
存
方
法
や
食
べ
方
、
調
理
方

法
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
野
菜
に
関
す

る
知
識
を
学
ん
で
今
の
暮
ら
し
に
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

11
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◆
場
所　

え
ぽ
か

健
康
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

第
２
回
「
食
の
力
講
座
」
開
催

の
お
知
ら
せ

◆日時　１１月９日（日）　午前９時～午後４時
◆会場　白沢公民館・白沢総合支所周辺
◆ 主な内容　こども・大人ビンゴ大会／牛乳早飲み大会／
麦とろ飯早食い大会／湯どうふ食べくらべ大会／綾華歌
謡ショー／フラダンス／よさこい踊り／仮装餅まき／福
島音頭踊り／ちびっこ御輿運行

※ 詳しくは、１０月２９日に配布されたチラシをご覧くださ
い。

［産業祭］
○各団体の趣向を凝らしたサービスコーナー
○新鮮野菜・特産品の直売など

［商工祭］
○ チラシ三角抽選券と祭り会場巡りスタンプラリーで抽
選会

○丸太早切り大会・工業製品の展示・親子木工教室など
［文化祭］

○幼稚園・小中学生作品展
○文化団体連絡協議会白沢支部作品展など

［健康と福祉まつり］
○健康相談・食生活改善コーナー
○ 社会福祉協議会・本宮市白沢赤十字奉仕団・手話サー
クル・自衛隊啓発コーナー・健康を守る連盟・献血活
動など

◆問い合わせ先　
　白沢総合支所　地域振興課　☎４４－２１１３

☎日本司法支援センター

◆
講
師　

藤
田　

浩
志(

こ
う
し)

先
生

　
　
　
　

（
野
菜
ソ
ム
リ
エ
）

◆
演
題　

野
菜
を
無
駄
な
く
使
い
き
ろ
う

◆
受
講
料　

無
料

◆
定
員　

60
人

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
込

◆
申
込
期
限　

11
月
21
日
（
金
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係　

　

☎
63-

２
７
８
０

２０１４しらさわ秋祭り２０１４しらさわ秋祭り
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す

　

本
宮
市
で
は
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
よ
る
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、
心
の

悩
み
、
不
安
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

専
門
家
（
臨
床
心
理
士
）
が
対
応
し
ま

す
の
で
、
気
分
が
晴
れ
な
い
…
、
眠
れ
な

い
…
な
ど
、
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

日
時　

11
月
28
日(

金)

・
12
月
22
日
（
月
）・

　
　
　
　

平
成
27
年
１
月
26
日
（
月
）
・

　
　
　
　
　

２
月
23
日
（
月
）
・
３
月
18
日
（
木
） 

◆
時
間　

 

①
午
後
１
時
か
ら
1
時
50
分

　
　
　
　

②
午
後
2
時
か
ら
2
時
50
分

　
　
　
　

③
午
後
3
時
か
ら
3
時
50
分 

◆
場
所　

え
ぽ
か

◆ 

申
込
方
法　

完
全
予
約
制

　
　
　
　
　
　

事
前
に
電
話
等
で
申
込

◆
申
込･

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係　

　

☎
63-

２
７
８
０

　

祖
国
の
安
泰
と
繁
栄
を
願
い
つ
つ
、
戦

火
に
殉
じ
た
戦
没
者
お
よ
び
戦
時
災
害
死

没
者
を
追
悼
し
、
そ
の
め
い
福
と
平
和
を

願
う
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時　

開
式　

◆
場
所 　

白
沢
公
民
館

◆
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
24-

５
３
７
１

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

☎
44-

２
１
１
４

　

法
テ
ラ
ス
二
本
松
で
は
、
現
在
専
門
家

に
よ
る
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

11
月
は
「
土
地
家
屋
調
査
士
」
で
す
。

◆
日
時　

11
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
場
所　

法
テ
ラ
ス
二
本
松

　
　
　
　

(

二
本
松
図
書
館
前)

◆ 

内
容　

「
建
物
倒
壊
・
未
登
記
建
物
・

　

境
界
あ
れ
こ
れ
」

　

 　

土
地
・
建
物
の
登
記
、
境
界
に
関
す

る
法
律
は
、
明
治
時
代
に
出
来
た
法
律

で
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
さ
れ
た
現
在
、
ど
の
よ
う
な
内
容

に
変
わ
っ
た
の
か
、
家
族
の
財
産
を
守

る
た
め
、
後
継
者
に
正
し
く
伝
え
る
た

め
知
っ
て
得
す
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

◆
受
講
料　

無
料

◆
定
員　

先
着
20
人

◆
申
込
方
法 　

電
話
で
申
込

※ 

個
別
相
談
（
予
約
優
先
）
午
後
１
時
か

ら
４
時

※ 

法
テ
ラ
ス
は
国
が
設
立
し
た
公
的
な
法

人
で
す
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
二
本
松

☎
０
５
０-

３
３
８
１-

３
８
０
３

ｚ
本
宮
市
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
開
設
の

お
知
ら
せ

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

法
テ
ラ
ス
二
本
松
「
土
地
家
屋
調
査

士
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
の
お
知
ら
せ

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三

和

設

備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

　市では、毎年、健康を守る連盟が募金活動を積極的に行っています。
　世界中の結核を撲滅し、肺がんやその他の胸部疾患をなくして、人々が健
康で、幸せであるように、複十字シールを通じ、これらの病気の予防に目を
向けていただき、そのための事業資金を集めるための募金活動が複十字シー
ル募金です。
　昨年の募金額は、３５１，３２１円でした。

◆問い合わせ先　保健課（えぽか内）健康増進係　☎６３-２７８０
複十字シール運動
マスコットキャラクター
「シールぼうや」

結核をなくすための複十字シール募金にご協力ください結核をなくすための複十字シール募金にご協力ください
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す

　

本
宮
市
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
市
民

や
、
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
本
宮
市
内

へ
避
難
し
て
い
る
方
々
の
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、
「
就
職
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

専
門
の
相
談
員
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
が
、
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆ 

対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒

学
生
等
も
含
む
）
、
原
発
事
故
な
ど
の

影
響
に
よ
り
市
内
へ
避
難
さ
れ
て
い
る

方
◆ 

相
談
内
容　

就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・

応
募
書
類
の
書
き
方
な
ど

◆ 

相
談
員　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

◆
そ
の
他　

予
約
不
要
、
相
談
費
用
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

☎
24-

５
３
８
１

◆
日
時　

11
月
26
日
（
水
） 

 

　

午
後
０
時
30
分
か
ら
午
後
４
時 

◆
場
所　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
　
　
　

（
郡
山
市
南
二
丁
目
52
） 

◆ 

対
象 　

平
成
27
年
３
月
に
大
学
等
を
新

規
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
24
年
３
月
以

降
に
卒
業
し
て
現
在
就
職
活
動
を
し
て

い
る
方 

 
 

◆ 

内
容　

正
社
員
を
雇
用
す
る
予
定
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。

　

二
本
松
地
区
税
務
協
議
会
と
東
北
税
理

士
会
二
本
松
支
部
で
は
、
税
理
士
に
よ
る

税
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
続
税
や
贈
与
税
で
お
悩
み
の
方
、
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
税
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
11
日(

火)

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

二
本
松
税
務
署　

総
務
課

　

☎
22-

１
１
９
２

す
。
若
者
応
援
企
業
を
中
心
に
県
内
企

業
百
社
が
参
加
予
定
で
す
。 

　

 　

参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前
ま
で

に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
し
ま
す
。 

　

 　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
と
の
個
別
面
談
の
ほ
か
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・

情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

◆
申
込
方
法 

申
込
不
要 

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局　

職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

１１月１７日～２３日は
全国一斉 ｢女性の人権ホットライン ｣強化週間です

　夫やパートナーからの暴力やストーカーなど、女
性をめぐるさまざまな人権問題を解決するため、電
話相談の取り組みを強化します。
　秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。
◆ 日時　１１月１７日（月）～２３日（日） 
　　　　午前８時30分～午後７時
　　　　※土曜日 ･日曜日は午前10時～午後５時 

◆問い合わせ先　福島地方法務局　人権擁護課
　　　　　　　　☎０５０-０７０-８１０

１２月４日～１０日は人権週間です
　本宮市では、人権週間にあわせ特設人権相談会を
開設します。予約は不要で、秘密は守られますので
お気軽にご相談ください。
◆日時　１２月４日（木）　午前１０時～午後３時
◆場所　中央公民館および白沢公民館
◆問い合わせ先　生活環境課　地域交流係
　　　　　　　　☎２４－５３６１

税
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

強化週間以外も相談に応じています。
土曜日 ･日曜日 ･祝日・年末年始を除く

午前８時30分から午後５時15分

０５７０-０７０-８１０
（全国共通ナビダイヤル）

月 は

女性の人権ホットライン女性の人権ホットライン

特設人権相談会特設人権相談会
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知らせお

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

 
好評発売中！    
  
      

 

日常生活に役立つ情報満載
コンパクトなのに内容充実

福島県民手帳　税込   ５００円   
  
※ 福島県のマスコットキャラクター「キビタン」
入りの福島県民手帳もあります。   
    

      
福島県勢要覧　税込１, ５００円  
    
      
お求めは…
　政策推進課　行政経営係　☎２４－５３２２
　白沢総合支所 地域振興課 ☎４４－２１１３ 

入学時や在学中の費用を支援します！

国の教育ローンのご案内
　国の教育ローンは、高校・大学などへ入学ま
たは在学する学生・生徒の保護者向けの公的融
資制度です。入学時や在学中にかかる費用の融
資を固定金利で利用できます。
　融資対象の学校と利用できる世帯の年収に要
件があります。詳しくはお問い合わせください。
◆融資限度額　学生・生徒１人につき３５０万円
◆利率　年２．３５パーセント
　　　　(平成26年6月11日現在）
◆問い合わせ先
　日本政策金融公庫
　｢国の教育ローン」コールセンター
　　☎０５７０-００８６５６

　IP 電話・PHS からは
　　☎０３-５３２１-８６５６

  ２０１５　ダイアリー

自衛官募集のお知らせ
　平和を仕事にする。ここでしかできない仕事があります。

※１ 　募集人員については、決定次第、自衛官募集ホームページでお知らせし
ますので、必ずご確認ください。

※２　詳しい募集要項についてはお問い合わせください。
※３　所要の教育を経て、3カ月後に２等陸・海・空士に任官となります。

◆問い合わせ先　福島募集案内所　☎０２４-５４５-７９９５
　　　　　　　　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/index.html

募集種目
採用予定

※1
採用資格 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高等工科学校

　推薦※2
　中学卒業 (見込含）
　17歳未満の男子

　11月1日（土）～
　12月5日（金）

 平成27年1月10日～
 12日のいずれか1日を指定

　一般
　11月1日（土）～
　平成27年1月9日（金）

 1次 : 平成27年1月24日　
 2次 : 平成27年2月5日～8日

自衛官候補生
※3

 陸上 ･海上 ･
 航空

　18歳以上
　27歳未満の男子

　随時  受付時に周知
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『地域若者サポートステーション』

（厚生労働省委託事業）

　地域若者サポートステーションは、若者の

職業的自立のサポート（仕事体験や就職のサ

ポート）を行っています。

　働こうかなと思っても、「どうしていいかわ

からない」「就職活動のやり方がわからない」

など、不安や悩みがある方は一人で悩みを抱

え込まず、お近くの「地域若者サポートステー

ション」にご相談ください。　

　ご家族の相談もお受けしています。

◆対象者　 15歳から39歳までの若者、そのご

家族の方

◆問い合わせ先

　ふくしま若者サポートステーション

〒960-8066　福島市矢剣町22-5　

☎024-563-6222　FAX024-563-6223

開所日時

　火曜日～土曜日　午前10時～午後５時

　※日曜日・月曜日・祝日・年末年始等を除く

　こおりやま若者サポートステーション

〒963-8022　郡山市西ノ内1丁目21-4　　　

　　　　   　白龍ビル1F

☎024-954-3890　FAX024-954-3891

開所日時　※要予約

　月曜日～土曜日　午前11時～午後５時

　※日曜日・木曜日・祝日・年末年始等を除く

水路へのごみ捨てはやめましょう！

　最近、水路にごみが投棄されているのが目

につきます。ごみが捨てられる度に、水路を

管理している組合の方たちが清掃作業を行っ

ていますが、水路へのごみ捨てがなくならな

いのが現状です。

　水路は農業用水や降雨時に雨水を流すため

の重要な役割を果たしています。水路にごみ

を流すことで、景観を損なうだけでなく、水

質や土質に重大な影響を与えます。また、洪

水時には水の流れの阻害要因となります。

　地域の環境を守るために、水路へのポイ捨

てや不法投棄はやめましょう。

◆問い合わせ先
生活環境課　環境係　　☎２４-５３６２
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
　　　　　　　　　　　　☎４４-２１１４

若者の職業的 ｢自立｣ を支援します若者の職業的 ｢自立｣ を支援します

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設なか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花輪　贈答品

杜の中の斎場
ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

コールセンターを開設しました
　軽自動車検査協会では、利用者の皆さんの利
便性向上を図るためコールセンターを開設しま
した。
　名義変更や返納届出などに関する照会はコー
ルセンターにお問い合わせください。

軽自動車検査協会からのお知らせ軽自動車検査協会からのお知らせ

　
コールセンター

０５０-３８１６-１８３７
月曜日～金曜日　

午前８時30分～午後５時
　※土曜日 ･日曜日・祝日・12/29～1/3を除く

　

◆問い合わせ先　軽自動車検査協会福島事務所
                ☎０２４-５４６-３２２２
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11月9日は「119番の日」です11月9日は「119番の日」です
　消火活動や救急・救助活動は、１分１秒を争うため、正しく速やかな
１１９番通報が重要となります。
　ではどのようなやり取りか、見てみましょう。

119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119 119

　～１１９番通報の流れ～

１「火事ですか？救急ですか？」　　⇒　≪火事です≫≪救急です≫
２「場所はどこですか？」　　　　　⇒　≪市・町・村○○字○○番地です≫
３「近くに目標はありますか？」　　⇒　≪○○の東側です≫
４「どんな状況ですか？」　　　　　⇒　≪隣の家が燃えています≫≪家族が倒れました≫
５「あなたの名前、電話番号は？」　⇒　≪○○です　電話番号は○○○○番です≫

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

住宅ローン復興応援３年固定０．２５％
お気軽にご相談ください

住宅ローンのお借換についてもご相談ください
ローン相談会毎週日曜開催中　日曜日　午前９時～午後３時まで営業中

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

児
童
虐
待
は

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自
身
が
出
産
や
子

育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、
児
童
相
談
所

や
市
役
所
の
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

本
宮
市
福
祉
事
務
所

家
庭
児
童
相
談
室
の
ご
案
内

家
庭
児
童
相
談
員
が

　

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
　

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
家
庭
児
童
相
談
室
」
で
は
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ

よ
う
、
子
ど
も
と
家
庭
の
問
題
に
つ
い
て

家
庭
児
童
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
相
談
内
容

・ 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
で
の
集

団
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
や
不
登
校
に

つ
い
て

・ 

毎
日
の
子
育
て
の
悩
み
や
心
配
事
に
つ

い
て

・ 
子
ど
も
の
し
つ
け
や
生
活
習
慣
に
つ
い

て
・
児
童
の
虐
待
や
家
庭
内
暴
力
に
つ
い
て

・ 

子
ど
も
の
発
育
や
心
身
の
機
能
上
の
障

が
い
に
つ
い
て

※ 

そ
の
ほ
か
、
家
族
や
学
校
な
ど
で
気
が

か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
児
童
本
人
、
保
護
者

や
近
親
者
の
方
な
ど
か
ら
も
、
広
く
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
相
談
方
法

・ 

電
話
ま
た
は
面
談
に
よ
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

・ 

面
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
電

話
で
の
予
約
の
上
お
い
で
い
た
だ
け
れ

ば
確
実
で
す
。

◆
相
談
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

◆
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
市
役
所　

家
庭
児
童
相
談
室

　

（
子
ど
も
福
祉
課
内
）

　

☎
24-

５
３
７
６

　

家
庭
児
童
相
談
員　

笠
井
・
久
間
木

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
た
ら
。

出
産
や
子
育
て
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
。

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
と
思
っ
た
ら
。

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０

24
時
間
、
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す

▲

◆問い合わせ先　安達地方広域行政組合消防本部　☎２２-１２１１
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ごみの収集を行います

　　　11月 ３日（月）　　文化の日
　　　11月24日（月）　
　　　勤労感謝の日の振替休日

　通常どおり、ごみの収集を行います。
　ただし、もとみやクリーンセンターへの個人搬入
はできませんのでご注意ください。

◆問い合わせ先
もとみやクリーンセンター　☎３３-５４９９
生活環境課　環境係　　☎２４-５３６２
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
　　　　　　　　　　　　☎４４-２１１４

■人形劇・おはなし会
　と　き：11月15日（土）
　　　　　午前10時30分～11時30分
　ところ：健康増進広場
　内　容： 福島大学児童文化研究会人形劇部・

童話部の学生の皆さんによる楽しい
内容です。

■子育て支援事業「いっしょにあそぼう」
　と　き：11月22日（土）
　　　　　午前10時30分～11時30分
　ところ：健康増進広場
　内　容： 郡山女子大学短期大学部幼児教育学

科の学生の皆さんによる劇や体操な
ど。親子でお楽しみください。

■おもちゃの病院
　と　き：11月23日（日）
　　　　　午前10時～午後３時
　ところ：イベント交流広場
　内　容： ｢郡山おもちゃの病院」のおもちゃ

ドクターによる、おもちゃの修理を
行います。壊れたり動かなくなった
おもちゃがありましたら当日お持ち
ください。※エアガンや子ども用の
おもちゃでないものはお預かりでき
ません。

    費  用：無料　修理に必要な部品のみ有料

◆問い合わせ先　えぽか　☎６３-２７８０

イベントイベント

と　き：11月５日（水）午後1時30分～
　　　　11月22日（土）午後1時30分～
ところ：えぽか　健康増進広場
ないよう：ストレッチ
　　　　筋力アップトレーニング
もちもの：水分補給用の飲み物
　　　　ヨガマット等（持っている方）
　申込は不要です。動きやすい服装でおいで
ください。
　◆問い合わせ先
　　保健課（えぽか内）健康増進係
　　☎６３－２７８０

今月のボディリメイクスクール今月のボディリメイクスクール

　毎年、秋口から冬にかけて、灯油などの
油類が漏れ出し、河川などに流出する事故
が多発しています。
　灯油などが河川へ流出した場合、火災の
危険はもちろんのこと、魚をはじめとする
水生生物に影響があるほか、川の水を利用
している方々や周辺住民の方々にも油の臭
いなどで多大な迷惑をかけることになりま
す。
　灯油などが流出したり、流出を見つけた
ら、消防署または市役所に連絡をお願いし
ます。
 
流出事故の原因はうっかりミスが大半
▼ 給油中にその場を離れ、灯油缶から灯油
をあふれさせてしまった

▼ ホームタンクの栓をしっかり閉めていな
かったため、灯油が漏れ出した

▼ ホームタンクの配管などが劣化していた
ため、灯油が漏れ出した

※ 流出した場合、水道、農業用水、工業用
水等の取水停止を行う場合があります。

※ 水質事故の回収・処理に要した費用は、
原因者の負担となります。

事故防止のためにできること
▼給油時にはその場を離れない。
▼ ホームタンクの栓の閉め具合を確認する
▼ ホームタンクなどの灯油の貯蔵設備点検
を定期的に行う

◆問い合わせ先
生活環境課　環境係　　☎２４-５３６２
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
　　　　　　　　　　　　☎４４-２１１４

タンクからの油流出事故にご注意を！タンクからの油流出事故にご注意を！
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市営住宅の募集状況

市のすがた（平成26年10月１日現在）

男　性 14,967人（△13）
女　性 15,511人（△30）
総人口 30,478人（△43）
世帯数 9,827世帯（　 1）

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号

11月１日（土）　㈱小山設備 33‒3031
11月２日（日）　㈱タカマツ 33‒5242
11月３日（月）　㈲須藤住機工業 48‒2357
11月８日（土）　㈲三和設備 44‒4542
11月９日（日）　㈲浜野和水道 33‒2788
11月15日（土）　㈲本宮設備 33‒2592
11月16日（日）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412
11月22日（土）　㈲光設工業所 48‒2413・33‒1895
11月23日（日）　㈱小山設備 33‒3031
11月24日（月）　㈱タカマツ 33‒5242
11月29日（土）　㈲須藤住機工業 48‒2357
11月30日（日）　㈲三和設備 44‒4542
12月６日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
12月７日（日）　㈲本宮設備 33‒2592

納期のお知らせ

国民健康保険税 5期
介護保険料 5期
後期高齢者医療保険料 4期
住宅使用料 11月分
住宅駐車場使用料 11月分
保育所保育料 11月分
幼稚園保育料 11月分
幼稚園預かり保育料 11月分
放課後児童保育料 11月分

水道メーター検針のお知らせ
　10月～11月分の水道メーター検針を、11月20日（木）
から25日（火）に実施しますので、メーターボックスの
上には物など置かないよう、ご協力をお願いします。

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

▽
あ
げ
お
元
気
祭
り
実
行
委
員
会

　
（
実
行
委
員
長　

笠
原
理
江
さ
ん
）

　

◎
市
の
復
興
支
援
の
た
め

　

・
現
金　

６
万
円

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

郡山北警察署本宮
分庁舎より
（　）は１月から
の集計

９月の交通事故発生状況

件数 死者 傷者
本年 6（ 88）   0（2） 13（113）
前年 17（103）   1（1） 19（119）
増減 △11（△15） △1（1） △6（△6）

編
集
後
記

※口座振替をご利
用の方は、左記
納期限の前日ま
でに、預金残高
の確認をお願い
します。

場　所 住宅名 戸数 間取り トイレ 募集方法

青田字戸ﾉ内95-1 瀬戸川 １戸 ６畳１室、３畳２室、DK 汲取 一般公募

荒井字山神20-1 瀬戸川 １戸 ６畳１室、4.5畳1室、DK 汲取 一般公募

和田字下田5‒1 下田 ２戸 ６畳２室、LDK 水洗 一般公募

和田字大谷戸1-1 大谷戸 １戸 ６畳３室、DK 汲取 一般公募

※入居を希望される方は、入居基準の確認および必要書
類の提出の必要がありますので、建設課建築係（☎２
４－５３９３）へお問い合わせください。
　なお、一般公募の募集期間は、11月10日（月）から11
月21日（金）までとなります。
◆問い合わせ先　建設課　建築係
　　　　　　　　☎２４－５３９３

（　）は、対前月比
※集計方法の違いにより福
島県が発表する数値と異
なることがあります

　

県
北
の
情
報
誌｢

シ
テ
ィ
情

報
ふ
く
し
ま｣

で
は
地
元
の
お

も
し
ろ
ネ
タ
を
県
北
８
市
町
村

で
競
う
だ
べ
し
た
レ
ー
ス
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

本
宮
市
は
昨
年
の
第
１
シ
ー

ズ
ン
で
１
位
を
獲
得
し
、
現
在

連
覇
を
狙
っ
て
日
々
仕
事
の
合

間
に
お
も
し
ろ
ネ
タ
を
探
し
て

い
ま
す
。

が
！
現
在
本
宮
市
は
第
２
位
…

１
位
の
二
本
松
市
に
だ
い
ぶ
差

を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

１
位
奪
還
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
知
っ
て
い
る
お
も
し
ろ
ス

ポ
ッ
ト
や
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

風
景
、
身
の
回
り
の
個
性
あ
ふ

れ
る
人
な
ど
思
い
つ
く
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
秘
書
広
報
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　

経
験
的
に｢

く
だ
ら
ね
ぇ
〜

｣

っ
て
思
わ
れ
る
内
容
の
ほ
う

が
意
外
と
順
位
が
良
か
っ
た
り

し
ま
す
（
笑
）

（
彦
）

納期限
12月1日（月）
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　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱え
て生活しています。ひとりで抱え込まずに相
談してみませんか。本人・家族どなたでも相
談可能です。予約不要、秘密は厳守します。

☎0 2 4 3ー3 4ー5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

保健衛生だより保健衛生だより
１１月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しております。】

問い合わせ先　　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63－2780

日曜・祝日当番医　診療時間　９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

11月23日（日）
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
（医）しかの眼科（二本松市油井） 62－2520
（医）慈久会　谷病院（本宮市本宮字南町裡） 33－2721

11月24日（月）
かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
（医）青木整形外科医院（二本松市榎戸） 22－3103
（医）落合会　東北病院（本宮市青田字花掛） 33－2588

11月30日（日）
しんいち内科（二本松市油井） 24－8420
本田レディスクリニック（二本松市本町） 22－0301
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田） 34－1188

12月７日（日）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
野地眼科医院（二本松市若宮） 23－0024
本宮市国保白岩診療所（本宮市白岩字田中） 44－2008

11月２日（日）
二本松病院（二本松市成田町） 23－1231
（医）成美会 鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22－6877
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町） 33－5866

11月３日（月）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001
池田眼科医院（本宮市本宮字仲町） 34－4100

11月９日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
（医）外科胃腸科肛門科原医院（二本松市若宮） 23－2111
吉田耳鼻咽喉科医院（本宮市本宮字万世） 34－1330

11月16日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
（医）菊慈会 きくち整形外科（二本松市油井） 23－2627
（医）幹正会 よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋） 63－2333

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）病院群輪番制日程表
月 11月 12月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415

曜　 日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
枡記念病院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎

枡 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎
谷 病 院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ●
二本松病院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成26年７月１日～７月31日生まれ 11月20日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成26年１月１日～１月31日生まれ 11月26日（水） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成25年４月１日～４月30日生まれ 11月27日（木） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成23年７月１日～７月31日生まれ 11月19日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 11月14日（金） 10：00～11：00

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関



　　　　　マイホーム取得と宅地造成
　　　　　　　　　　　　　への支援がスタートしました！

も
と
み
や
に

住
ん
で
み
ま
せ
ん
か

10月1日よ
り

10月1日よ
り

マイホームの取得と宅地の造成を支援します
もとみやに住んでみませんか。 ●支援を受けるためには申請が必要になります。

申請方法、制度に関する詳しい内容等については、市HPをご覧
いただくか、お問い合わせください。
本宮市役所　市長公室　政策推進課
Tel：0243－24－5321

▲▲

（対象および条件）（対象および条件）
平成31年3月31日までに、居住を目的として市内に住宅を新規で取得し（新築または平成31年3月31日までに、居住を目的として市内に住宅を新規で取得し（新築または
中古住宅購入）、申請の時点で以下に該当している方。（建替えの場合は該当しません。）中古住宅購入）、申請の時点で以下に該当している方。（建替えの場合は該当しません。）
※平成27年1月1日固定資産税課税分（平成26年1月2日以降に完成 ･取得した住宅）※平成27年1月1日固定資産税課税分（平成26年1月2日以降に完成 ･取得した住宅）
より対象となります。より対象となります。
（１）住宅の所有者であること（１）住宅の所有者であること
（２）新規取得した住宅に住民登録をしていること（２）新規取得した住宅に住民登録をしていること
（３）市税等の滞納がないこと（３）市税等の滞納がないこと
（４）奨励金交付後、10年以上継続して対象住宅に居住する意思があること（４）奨励金交付後、10年以上継続して対象住宅に居住する意思があること

対象対象 金額金額
中学生以下の子がいる世帯中学生以下の子がいる世帯 ３０万円（うち、３万円は本宮商品券）３０万円（うち、３万円は本宮商品券）
その他の世帯その他の世帯 ２０万円（うち、２万円は本宮商品券）２０万円（うち、２万円は本宮商品券）

マイホームを取得した方へ最大マイホームを取得した方へ最大30万円30万円

▲▲

宅地造成をした事業者へ最大宅地造成をした事業者へ最大300万円300万円
１区画当たり２０万円を交付額とします（上限額：３００万円）１区画当たり２０万円を交付額とします（上限額：３００万円）

（対象および条件）（対象および条件）
平成26年10月1日から平成31年3月31日までの間に、以下に該当する宅地を造成し平成26年10月1日から平成31年3月31日までの間に、以下に該当する宅地を造成し
た事業者た事業者
（１）（１）1区画当たりの面積が165平方メートル以上で、一団の土地に3区画以上あること1区画当たりの面積が165平方メートル以上で、一団の土地に3区画以上あること
（２）戸建て住宅地分譲の開発であり、都市計画区域内の場合は、建築基準法第42条（２）戸建て住宅地分譲の開発であり、都市計画区域内の場合は、建築基準法第42条
に規定する道路に接道し、都市計画区域外の場合は、幅員4メートル以上の道路に接に規定する道路に接道し、都市計画区域外の場合は、幅員4メートル以上の道路に接
道すること道すること

※避難指示の対象となっている方への支援制度についても現在準備を進めています。※避難指示の対象となっている方への支援制度についても現在準備を進めています。
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